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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【導入 約20秒】よろず知財戦略コンサルティングの萬でございます。開発の現場と知財部長を経て独立し、現在は生成AI活用推進協議会の共同代表を務めています。私は複数業種を横断的に見てきた立場、そして業界の旗振り役という立場から、個別業務の効率化ではなく、知財業務そのものの地殻変動をお話しします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【自己紹介 約30秒】もともと花王で入浴剤バブなどの商品開発を、その後大王製紙で開発部長、執行役員・知的財産部長を務めてまいりました。開発と知財マネジメントの両方を経験してきたのが私の土台です。2020年に独立し、いまは協議会の共同代表として知財分野全体のAI活用を推進しています。右側は前身の研究会での実例で、SDIの分類精度を『構造化抄録』を加えて7割から9割超へ引き上げました。AIを語るだけでなく、使って成果を出すことにこだわっております。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【現状 約30秒】まず現状です。汎用AIはもう9割以上に普及しました。一方で、知財専用ツールは5割から6割、自社専用となると1割半から3割にとどまります。活用レベルも、多くは『一部業務での利用』、いわゆるLv2で止まり、日常業務への標準的な組み込みはごくわずか。効果測定に至っては半数以上が測定していません。普及はしたけれど、『使う』と『使いこなす』の間には、まだ大きな差があります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【AIの進化 約30秒】その生成AI自体も急速に進化しています。ソフトバンクの8段階でいえば、会話のレベル1、博士号レベルの2を経て、今は人の代わりに動く『エージェント』のレベル3。知能指数も2024年のIQ90前後から、直近は140台に達しました。レベル5まで行けばAGI、6以降はASI、超知性です。かつての一強状態から、いまは熾烈な競争のなかで進化が加速しています。

https://k-tai.watch.impress.co.jp/docs/news/1628668.html
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【エージェント 約40秒】ここで決定的に重要なのがAIエージェントの登場です。従来型は、左のように人がすべて指示して初めて動く『単作業』の道具でした。文献を翻訳する、請求項を形式チェックする——一つの作業をこなすイメージです。これに対しAIエージェントは、右のように『特許ランドスケープを作って』と頼むだけで、文献収集、請求項の深度分析、市場・競合分析、レポート作成までをプロジェクト全体として自律的に管理し、成果物を返してきます。一手ずつ動かす道具から、仕事のかたまりを任せられる存在へ。ここが大きな転換点です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【進化グラフ 約20秒】これを時系列で見たのがこのグラフです。知能指数はこの数年で上位1％のラインを次々と突破し、国産モデルまで上位に並びます。知財実務家の働き方も、自ら作るBeforeから、AIの一次案をレビューし最終判断するAfterへと重心が移りつつあります。


b3t-SHEE N

F+=1  ERAIOEMRETE~ORERFHE | (20265 1 A B/7E) | (FEFR)

= szAI 1)) ERAIE HAANFT—5 | SEB~ T —

EDERFFIA & DEHE H—EZFIA
%uﬂj-;?% EERIIER EE

I\G)FE\ SDIFEEE (Al Ei4iE)
4 sersEE D e

e {1 1 2 2 S
BL. RIKIZ B DT A AP
REXL RJL P e e 1
PR e
rEr AR e

HE AT i 4 D53 A7 S
5 TR SR ] 0D ST S PR B 4
SRS
HiEF 5 PR 2

prilingad ot PZ > kRAo—TxE
A A AR T SR =

I 3 S
SLEHEE (BR) xE
=E

AR

MMEFIEFRI=EE O
O==FBHEAF (LEa—FiE) A=FREFM - PoCE T, x = FEHEER 7

O

HHER - fiEFl{E

0|00 |0|0|0|0|0|0|O0|O0|O0|0|0|0O|0]0]|0

00|00 (0|0(0|0|0|0|0|0|0|0|0|0|0|0O|0
0|00 0(0]0|0]|0|0]|0]0|0|0|0|0|0|0]|0



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【応用の現状 約30秒】では、どこまで使えるのか。この表は用途別評価を私なりに整理したものです。特許調査、出願・権利化、知財戦略、意匠・商標、契約書作成まで、ほぼ全業務で『実務投入可』の段階に入っています。ただしレビュー前提の『中堅レベル』です。使える範囲は一気に広がったが、精度と機密の観点から『どう使うか』の設計が欠かせない。この認識を出発点に、4つのメッセージに入ります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【① 前提コスト 約35秒】第一に、知財業務の前提コストが崩れます。これまでは調査もドラフトも『時間がかかるから手をつけられない』が常態でした。生成AIはこれを崩します。変化は二段階で、まず業務が速くなる。本質はその先で、これまで諦めていた広域分析や継続モニタリングが日常になる。付加価値の所在が、作業をこなすことから、何を分析させどう判断するかへ移ります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【② 非対称性 約30秒／渉外・契約】第二に、特に渉外・契約では交渉のかたちが変わります。ライセンス交渉は情報の非対称性の上に成り立ってきました。ところが生成AIは分析コストを激減させ、これは相手も同じ。優位が両側から溶けていきます。すると交渉は、情報優位を競うゲームから、戦略と信頼を競うゲームへとシフトします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【③ AIファースト 約35秒】第三に、AIファーストとは既存業務にAIを足すことではありません。起点をAIに置き、人は最終判断と例外処理に回る。HITL・HOTL・HOOTLという自動化の段階を意識的に設計し直すことです。知財部も、自ら分析する部門から、AIに分析させ判断を担う部門へ再定義される。ポートフォリオも、貯め込む発想から、事業戦略から逆算して選別する発想へ。出願から係争まで、全体で起点が変わります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【④ ガバナンス 約30秒】ただし固有の壁があります。未公開の発明情報や秘密保持下の他社情報を安易に外部AIへ入れれば、情報管理上の事故になる。ハルシネーションを権利化や判断に持ち込めば品質を損なう。入力データの権利処理という新しい論点もあります。だからこそ共通規範が要る。協議会はまさにこの、安全に使うための土台づくりに取り組んでいます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【締め 約20秒】AIファースト時代の知財プロフェッショナルとは、AIに奪われる存在ではなく、AIを使いこなして、戦略・判断・信頼構築という、人にしかできない上流へ軸足を移せる人材です。本日はその具体像を、後半のディスカッションで皆様と掘り下げてまいります。
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